
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

視聴のトラブル、CERPs が届かない場合のお問合せ   

 

事前登録、JALC へのご入会に関するお問合せ 

        2 021 年 11月 27日（土）▶ 28 日（日） 
 

NPO 法人日本ラクテーション・コンサルタント協会(JALC)主催 

第 16 回「医師のための 
    母 乳育児支援セミナー」 

テーマ 

 

 

国際認定ラクテーション・コンサルタントの講師陣がおくる 

母乳育児支援の基礎からアドバンスまで 

  

【事前登録／詳細】  

https://supportoffice.jp/doc16/ 

サイトオープンは 10 月初旬予定 

「あえて母乳にこだわる」ための母乳育児の基礎知識を学ぼう 

 昨年 11 月に予定されていた第 16 回医師のための母乳育児セミナーは、新型コロナウイルス感染症
の流行のため 1 年延期され、今年 11 月、オンラインで開催することとなりました。 
 今回の新型コロナウイルス感染症流行が始まった頃は、母乳育児に逆風が吹いている感もありました
が、多くの知見が蓄積されるにつれて新型コロナウイルス感染症流行下でも母乳育児は肯定的に捉えら
れるようになってきています。 
 その一方で、新型コロナウイルス感染症流行下において母親と赤ちゃんは、思うように外出ができ
ず、十分な育児支援を受けることが困難な状況におかれています。母乳育児の継続には適切な母乳育児
支援をどのくらい受けられるかが深く関わってきます。 
 適切な母乳育児支援を実践するために医療者は、育児そのものに大きな不安を抱えていたり、自信が
なかったり、家庭的・経済的に追い詰められていたりする母親も多数いることを十分に理解した上で、
母乳育児の利点や特徴を学ぶ必要があります。 
 今回のセミナーは、母乳育児や母乳育児支援が困難な状況下で「あえて母乳にこだわって」1 人１人
のお母さんに寄り添った授乳支援をするために、「なぜ母乳育児が大事なのか」、「母乳育児ではどのよう
なことに気をつけるべきか」、「母乳育児を続けるためにはどのようにしたらよいか」といった母乳育児
の基礎知識を学べる場にしたいと考えています。 
 医師のための母乳育児セミナーとしては初めてのオンラインでの開催で、時間と場所に縛られずに参
加することができるようになっています。医師、歯科医師、医学部医学科学生、歯学部学生の皆様の多
数のご参加をお待ちしております。                                          

  
第 16 回医師のための母乳育児支援セミナー・大会長 

丸山憲一（群馬県立小児医療センター新生児科） 

 

「あえて母乳に“こだわる”」 

奥 起久子
このアドレスからどうぞ    



★日本専門医機構小児科学会領域講習単位：申請済  ★日本専門医機構産婦人科領域講習単位：認定済 

都合により、プログラム時間や講師などに変更がある場合がありますのでご了承ください。最新の情報はホームページをご覧ください。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

  

13:50～ オリエンテーション 

14:00～14:05 開会 初めの挨拶 

14:05～14:50 支援者はどうして母乳に“こだわる”必要があるのか：母乳育児とその支援が大切な理由  

丸山憲一（新生児科医・IBCLC） 

14:50～15:50 母乳に“こだわる”産科施設での出産後早期の母乳育児支援★  牛尾江実子（産婦人科医・IBCLC）  

15:50～16:00 休憩 

16:00～17:00 NICU での母乳育児支援〜早産児の栄養 up to date〜★★   齋藤朋子（新生児科医・IBCLC） 

17:00〜 CERPs 発行・学会単位・オンデマンド配信等の案内 

8:50〜 オリエンテーション 

9:00～9:45 『母乳代用品のマーケティングに関する国際規準』の意義 

～ 医師がお母さんの意思を尊重し適切な支援をするために 名西恵子（小児科医・IBCLC） 

9:45～10:30 母乳と薬（とくに精神・神経疾患の薬）について押さえておきたい知識 

 和田友香（新生児科医・IBCLC） 

10:30～10:40 休憩 

10:40～11:40 新型コロナウイルス感染症と母乳育児★★ 滝島茂（小児科医・IBCLC） 

11:40～12:30 休憩 

12:30～13:30 症例から学ぶ母乳育児支援の実際〜乳頭・乳房痛を中心に〜★   瀬川雅史（小児科医・IBCLC） 

13:30～14:30 乳児栄養の Shared decision making とそのためのコミュニケーション・スキル： 

～エビデンスと母親の気持ちを共有し、「母親を追い詰めない」支援のためのツール～ 

新井基子（助産師・保健師・IBCLC）、早田茉莉（新生児科医・IBCLC）、道和百合（小児科医・IBCLC） 

14:30〜 終わりの挨拶、CERPs 発行・学会単位・オンデマンド配信等の案内 

【配 信 方 法】 ZOOM ウェビナーを使用したライブ配信（オンデマンド付） 

【日 時】 2021 年 11 月 27 日（土）  14:00 ～ 17:00  

2021 年 11 月 28 日（日）    9:00 ～ 14:30 

【対 象】 研修医。若手の小児科・産婦人科医。母乳育児支援を基礎から応用まで学びたいあらゆる 

医師・歯科医師。医学部医学科学生・歯学部学生。 
【申 込 期 間】  2021 年 10 月 26 日（火）10:00 ～ 11 月 17 日（水）23:59 

【 】 2021 年 12 月  9 日（木）13:00 ～ 2022 年 1 月 11 日（火）10:00 

【プログラム】 

11 月 27 日（土） 14：00～17：00  入室開始 13：30 / 配信終了 17：30 

11 月 28 日（日） 9：00～14：30  入室開始  8：30 / 配信終了 15：00 

【IBLCE 教育単位および各学会研修単位】 
◆Academy of Breastfeeding Medicine フェロー資格申請単位として認定されます 
◆ラクテーション・コンサルタント資格試験国際評議会（IBLCE）継続教育単位：申請中 
◆日本周産期・新生児医学会周産期専門医研修会：2 単位 
◆日本専門医機構小児科学会領域講習単位★：申請済 
◆日本産科婦人科学会参加単位：10 単位、日本専門医機構産婦人科参加単位：3 単位 
◆日本専門医機構産婦人科領域講習単位★：認定済 
◆日本産婦人科医会研修単位：申請済 
◆日本医師会生涯教育単位：申請予定 

 

 

 
 

 
 

参 加 費 

JALC 会員 卒後 5 年以上 ￥19,800 

卒後 5 年未満 ￥15,400 

非会員 卒後 5 年以上 ￥19,800 

卒後 5 年未満 ￥17,600 

医学部生・歯学部生 ￥5,000 

お支払い方法：クレジットカード払い 

（VISA, MASTER, DINERS, AMEX, JCB） 

 

※JALC 会員としての参加には、2021 年度（R3 年度）

年会費のお支払いが必要です。  
※一度お支払いいただいた参加費は、何らかの事情によ

り学習会が開かれなかった場合を除き返却いたしませ

ん。あらかじめご了承ください。 

 
【単位取得方法詳細はホームページにてご確認ください】サイトオープンは 10 月初旬予定 

 

 

 
 

https://supportoffice.jp/doc16/ 

★日本専門医機構小児科学会領域講習単位：申請済  ★日本専門医機構産婦人科領域講習単位：認定済 

奥 起久子
    


